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mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

参
議
院
選
挙
・
藤
川
候
補
支
援
の
取
り
組

み
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
念
な

結
果
で
し
た
が
、
現
役
の
総
括
、
方
針
に
も

と
づ
き
、
次
回
選
挙
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
倍
自
公
政
権
は
昨
年
９
月
、
憲
法
違
反

の
安
全
保
障
関
連
法
を
強
行
に
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
国
会
周
辺
で

の
集
会
や
デ
モ
に
参
加
し
、
反
対
の
意

思
表
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
安
倍
政

権
は
、
参
議
院
選
挙
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

を
も
っ
ぱ
ら
争
点
と
し
、
参
議
院
で
も

維
新
な
ど
を
含
め
改
憲
勢
力
が
３
分
の

２
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選

挙
後
、
安
倍
政
権
は
改
憲
に
動
き
出
し

ま
し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
安
倍
政
権

下
の
改
憲
に
反
対

し
、
安
全
保
障
関

連
法
の
廃
止
を
求

め
、
政
治
の
流
れ

を
変
え
る
た
め
に

取
り
組
み
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
す
で
に
多
く
の
悪
弊

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
株
価
重
視
の
た
め
に
年
金
積
立

金
も
株
価
支
え
に
投
入
さ
れ
、
大
き
な
赤
字

を
出
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
労
働
者
が
４
割

近
く
と
な
り
、
失
業
率
は
改
善
し
て
も
、
雇

用
の
劣
化
は
最
悪
で
す
。
雇
用
の
劣
化
は
、

税
収
減
、
保
険
料
収
入
減
と
な
り
、
社
会
保

障
の
財
政
基
盤
を
掘
り
崩
し
ま
す
。
選
挙
後
、

要
介
護
１
、
２
の
生
活
援
助
な
ど
を
介
護
保

険
か
ら
除
外
す
る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
減
免
措
置
を
縮
減
す
る
な
ど
が
実

施
に
向
け
矢
継
ぎ
早
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
40
歳
未
満
か
ら
も
介
護
保
険
料
を
徴

収
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
超
少
子

超
高
齢
社
会
で
は
、
底
上
げ
・
底
支
え
に
よ

る
社
会
の
好
循
環
を
達
成
し
な
け
れ
ば
、
経

済
の
好
循
環
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
は
、
現
役
の
雇
用
の

劣
化
を
改
善
す
る
取
り
組

み
に
積
極
的
に
参
加
し
、

社
会
保
障
の
給
付
削
減
に

反
対
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
で
は
な
く
、

税
金
を
投
入
す
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
税
金
と
社
会
保
障

の
学
習
会
を
進
め
ま
す
。

大
変
な
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
会
員
の
拡
大
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
万
人
会
員
の
実
現

に
向
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

大
山

勝
也

主 張 Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
９
月
６
日
午
後
、
東
京
田
町
・
友
愛
会
館
大
会

議
室
で
地
方
代
表
、
来
賓
、
役
員
66
人
が
出
席
し
て
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催

し
た
。
会
議
で
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
結
成
以
来
の
悲
願
で
あ
る
会
員
目
標
１
万
人

を
め
ぐ
り
現
役
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
奮
起
を
求
め
る
意
見
が
集
中
し
た
。
活
発

な
討
議
の
の
ち
シ
ニ
ア
活
動
検
討
委
員
会
に
よ
る
活
動
の
見
直
し
検
討
を
含
む

17
年
度
活
動
方
針
は
満
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。
代
表
者
会
議
終
了
後
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
結
成
15
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
同
会
場
で
開
催
し
た
。

定
刻
の
13
時
30
分
、
田

子
副
会
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を

代
表
し
て
大
山
会
長
が
挨

拶
、
規
約
に
沿
っ
て
議
長

と
し
て
議
事
進
行
し
た
。

参
議
院
比
例
区
に
立
候

補
し
た
藤
川
慎
一
Ｊ
Ａ
Ｍ

副
会
長
は
シ
ニ
ア
か
ら
の

叱
咤
激
励
と
協
力
へ
の
御

礼
を
述
べ
、
全
国
の
職
場

に
足
を
運
び
感
じ
た
課
題

と
Ｊ
Ａ
Ｍ
産
業
政
策
を
再

構
築
す
る
こ
と
へ
の
意
欲

を
示
し
た
。
そ
の
後
退
職

者
連
合
石
原
喜
久
副
会
長

が
挨
拶
し
議
事
に
入
っ
た
。

活
動
方
針
の
軸
と
な
る

会
員
１
万
人
の
目
標
と
地

域
活
動
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
登
録
人
数
に
応
じ
た

目
標
値
を
継
続
、
現
役
役

員
の
協
力
が
不
可
欠
と
し

連
携
強
化
懇
談
会
な
ど
現

役
と
の
定
期
協
議
の
場
で

具
体
的
に
進
め
て
い
く
。

会
員
に
一
番
近
い
Ｊ
Ａ
Ｍ

の
地
区
協
毎
に
地
域
組
織

の
結
成
を
め
ざ
し
会
員
の

交
流
を
深
め
る
機
会
を
増

や
す
と
し
て
い
る
。

討
議
で
は
10
人
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。
主
な
も
の

は
①
昔
の
仲
間
が
残
っ
て

い
な
い
の
で
現
役
が
し
っ

か
り
組
織
化
し
な
い
と
拡

大
は
難
し
い
。
現
役
が
本

腰
を
い
れ
て
や
ら
な
い
、

本
部
段
階
で
や
り
切
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
②

退
職
し
た
者
で
世
の
中
を

動
か
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
し
て
組
織
化
し
た
。

現
役
が
シ
ニ
ア
の
必
要
性

を
本
当
に
感
じ
て
い
る
の

か
疑
問
だ
③
な
か
な
か
現

役
に
動
い
て
も
ら
え
な
い
。

現
役
と
話
し
合
っ
て
地
域

の
組
織
を
大
き
く
す
る
雰

囲
気
づ
く
り
が
必
要
だ
④

地
域
の
組
織
化
や
他
地
方

Ｊ
Ａ
Ｍ
か
ら
郷
里
に
帰
っ

て
き
た
と
き
の
組
織
化
し

た
事
例
は
あ
る
の
か
⑤
広

域
地
方
か
ら
総
会
や
代
表

者
会
議
へ
の
出
席
枠
拡
大

の
要
望
な
ど
組
織
化
・
会

員
拡
大
に
対
す
る
現
役
に

こ
れ
ま
で
以
上
の
奮
起
を

求
め
る
発
言
が
続
い
た
。

ま
た
15
年
を
振
り
返
っ

て
活
動
を
見
直
す
シ
ニ
ア

活
動
検
討
委
員
会
と
メ
ン

バ
ー
が
確
認
さ
れ
た
。
経

過
報
告
は
本
部
報
告
を
一

部
補
強
し
承
認
さ
れ
、
会

計
決
算
・
監
査
報
告
、
予

算
も
満
場
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
。
最
後
に
木
村
副

会
長
の
閉
会
挨
拶
で
終
了

し
た
。

年度

全国代表者

会議を開催

２０１７
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この瞬間を大切に２０周年への飛躍を誓う
と き

悲願の会員１万人へ決意も新たに挑戦

結成１５周年記念パーティー

挨拶する宮本礼一ＪＡＭ会長

結
成
15
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
全
国
代
表
者
会
議
終
了
後
の
午
後
５
時
よ

り
、
代
表
者
会
議
出
席
者
に
加
え
、
シ
ニ
ア
本
部
三
役
経
験
者
と
現
役
Ｊ
Ａ
Ｍ

三
役
、
津
田
弥
太
郎
前
参
議
院
議
員
、
退
職
連
合
本
部
役
員
な
ど
77
名
の
出
席

で
開
催
さ
れ
た
。
準
備
会
か
ら
の
関
係
者
や
現
役
、
新
役
員
な
ど
幅
広
い
年
代

層
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し
み
結
成
時
の
苦
労

話
や
近
況
、
政
治
談
義
を
元
気
に
会
話
す
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
大

野
弘
二
事
務
局
長
の
司
会

で
進
め
ら
れ
、
木
村
副
会

長
が
開
会
挨
拶
、
シ
ニ
ア

を
代
表
し
て
大
山
会
長
は

15
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

と
も
に
祝
い
「
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
会
員
拡
大
に

は
現
役
の
協
力
の
も
と
集

ま
り
や
す
い
地
域
の
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め

１
万
人
達
成
を
目
指
す
」

と
挨
拶
し
た
。
来
賓
の
Ｊ

Ａ
Ｍ
宮
本
礼
一
会
長
は

「
参
議
院
選
挙
は
残
念
な

結
果
に
な
っ
た
が
Ｊ
Ａ
Ｍ

の
体
制
を
立
て
直
す
の
が

私
の
役
目
」
と
語
り
、
も

の
づ
く
り
基
盤
の
強
化
や

社
会
保
障
の
充
実
と
労
働

ル
ー
ル
作
り
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
と
力

説
し
た
。
そ
の
後
、
退
職

者
連
合
の
石
原
喜
久
副
会

退職者連合石原喜久副会長 「働き方ではなく

働かせ方の検討を進めるとんでもない政権から

私たちの代表による政治へ主導権を取り戻さな

ければならない」

橋村良夫顧問の乾杯 「準備会から参加した立

場として15周年を迎えたことは感無量です」

津田弥太郎前参議院議員 「シニアの皆さんに

は12年間大きな力を頂き大変お世話になりまし

た。シニアの活動は思い出づくりが大事です。

長野の会員として会員拡大に協力していきたい」

長
と
津
田
弥
太
郎
前
参

議
院
議
員
か
ら
祝
辞
を

受
け
15
周
年
を
祝
い
、

橋
村
顧
問
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
進
む

に
つ
れ
会
場
の
彼
方
此

方
で
久
し
振
り
の
再
会

を
喜
ぶ
声
や
お
互
い
の

姿
形
の
変
化
と
体
調
な

ど
を
話
題
に
語
る
グ
ル
ー

プ
や
懐
か
し
い
結
成
当

時
の
苦
労
話
に
政
治
談

議
に
と
現
役
も
加
わ
り

な
が
ら
会
話
に
花
が
咲

い
た
１
時
間
半
で
あ
っ

た
。
最
後
に
田
子
副
会

長
の
締
め
で
閉
会
し
た
。


